
生活圏における政策立案のための調査・検討手法（案）

圏域の強み・弱みの分析

生活機能の立地条件と
当該圏域における立地
状況に関する基礎的分析

圏域の強みの把握
↓

潜在力の発掘・評価

圏域の弱みの把握
↓

課題の整理・絞り込み

国土を有効活用する
観点からの

当該圏域の位置付

現状把握等

仮説の検証

仮説に即した掘
り下げ調査・絞り
込み調査（検証）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

方向性に基づく具体的な目標・実施方法の検討

生活圏域の設定

仮説の立案・検証

地域固有の課題に関する調査

・基礎データの収集だけではわからない地域固有の課題を把握

例） 地域で活躍している人材がどれだけいるか
地域の豊かな資源がどのように活用されているか
小売業等の地域密着型産業の売上がどのように地域外に流出しているか
地域の医療施設や商業施設などの生活機能が減少する要因分析 等

地域が目指すべき方向性（仮説の立案）

検討の視点（例）
・生計をどのように立てるか ・地域の資源をどのように活かすか

・安全・安心をどのように確保するか ・地域で生きる喜びをどのように産み出すか

対象項目例 ： 人材活用・育成、産業活性化、域内自給率の向上、社会資本整備等

仮説が、圏域の課題解決、市町村の課題解決につながるか等の観点から、
仮説の有効性、実行可能性を検証

基礎データの収集

地域の諸元暮らしの状況 経済活動の状況生活機能の状況

歴史・文化のつながり

生活サービスを供
給する施設※の配
置、規模、種類等

※医療、福祉、商
業、郵便局・金
融機関、教育、
道路・鉄道等社
会資本、バス路
線

等

・人口分布、推計
・ＵＪＩターンの状況
・自動車非所有世
帯の状況
・地形地勢
・自然災害のリスク
・地域資源の状況
（水資源、鉱物・エネ
ルギー資源、農林
水産資源、観光・歴
史資源）

等

・藩、行政区画の変遷
・地縁･血縁

・方言・生活様式・信仰・祭事のつながり
・街道、航路等によるつながり 等

・人の動き
（通勤・通学等）
・生活における交
通手段

・家計収支
・就労状況
・地産地消の状況
（食料等の域内自給率）

・生活サービスの
利用状況

等

・地場産業の動向
・小売業の動向
・自治体の財政状
況
・求人倍率
・物の動き
（物流拠点等）

・地価
・エネルギー・水需
給の状況

等
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試行的調査実施地域（１１地域）

北海道十勝地域（帯広市人口17万人）

宮城県気仙沼地域（気仙沼市人口6.6万人）

千葉県銚子地域（銚子市人口7.5万人）

神奈川県相模原・東京都町田地域
（相模原市人口70万人、町田市人口41万人）

奈良県橿原地域（橿原市人口12万人）

高知県四万十地域（四万十市人口3.8万人）

新潟県長岡地域（長岡市人口28万人）

岐阜県高山地域（高山市人口9.6万人）

京都府舞鶴・京丹後・宮津地域
（舞鶴市人口9.2万人、京丹後市人口6.3万人、宮津市人口2.2万人）

島根県松江・鳥取県米子地域
（松江市人口20万人、米子市人口15万人）

熊本県阿蘇・大分県竹田地域
（阿蘇市人口3.0万人、竹田市人口2.7万人）

※人口：H17国勢調査

定住自立圏構想の先行実施団体と
重複している地域
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先行実施団体（中心市）等の状況

全３３市
（中心市ベース）

凡例
・・・先行実施団体（２１市）

・・・継続協議団体（３市）

・・・参考団体（９市）
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※総務省資料より再掲
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